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研究課題 2：課題 1 で導出した黒表紙教科書の実践的課題について，前期
生 活 算 術 運 動 期 の 算 術 教 育 が ど の よ う に 改 善 し よ う と し た の か を 具 体
的に考察するとともに，前期生活算術運動期の取り組みによって生じた
新たな課題を明らかにする。  
















	 第 3 節では，黒表紙教科書を用いた算術授業実践について検討すること
により，ヘルバルト主義による段階的教授法と実用主義による教授方法が





	 第 4 節では，大正 11 年の広島高等師範学校附属中学校における長田の講
演に端を発する形式陶冶論争の算術教育界への影響について考察した。形
式陶冶説の否定に伴い，算術教育界は藤澤以来の算術の教育的意義の問い
	直しを迫られた（仲本， 1924；安東， 1925；小倉・長田， 1928）。 	











第 2 章 	 前 期 生 活 算 術 運 動 の 特 徴 と 展 開 	


















決を図った（藤原， 1925， 1926， 1927）。 	





























え る 課 題 に 対 し て 算 術 教 育 が 取 り 組 む べ き 視 角 を 示 唆 す る も の で あ っ た
（盬野， 1947）。 	




















































第 4 章 	 後 期 生 活 算 術 運 動 の 緑 表 紙 教 科 書 へ の 影 響 	
第 4 章では，後期生活算術運動が緑表紙教科書にどのような影響を与え
たのかを考察した。 	















	 第 5 節では，香取の算術教授要目と緑表紙教科書とを算術教育観，目的，




















終 章 	 ま と め と 今 後 の 課 題 	
本研究の主要な成果は以下の 3 点としてまとめることができる。 	
成 果 １ ： 大 正 期 か ら 昭 和 初 期 に 展 開 さ れ た 民 間 の 生 活 算 術 運 動 を 前 期 /後
期に区分できることを示したこと。 	
成果２：従来，不連続なものとして説明されてきた黒表紙教科書と緑表紙
教 科 書 と の 関 係 を 後 期 生 活 算 術 運 動 に 着 目 す る こ と に よ り 連 関 過 程 と





今後に残された課題は以下の 2 点に整理できる。 	
課題１：後期生活算術運動期の実践史料をさらに集めることにより，後期
生 活 算 術 運 動 の 緑 表 紙 教 科 書 へ の 影 響 に つ い て の 記 述 を よ り 多 面 的 に
すること。 	
課題２：後期生活算術運動の緑表紙教科書への影響に関する史的研究とし
て 明 ら か に な っ た 知 見 を 今 日 的 課 題 と の 関 連 の も と で 現 代 の 数 学 教 育
研究に位置づくようにとらえ直すこと。 	
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